
調
査
の
概
要

今
回
の
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ベ
イ

（
実
施：

日
本
C
F
O
協
会
）
は
、
デ
ロ
イ

ト

ト
ー
マ
ツ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
提
唱
し

て
い
る「
C
F
O
お
よ
び
C
F
O
組
織
に
期

待
さ
れ
る
四
つ
の
役
割
（4

F
aces

of

C
F
O

）」の
概
念
に
基
づ
き
、
現
在
お
よ
び

三
年
後
に
お
い
て
、
自
社
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
し
て
、
予
め
用
意
し
た
二
五
個
の

課
題
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
の
認

識
を
し
て
い
る
の
か
を
、
五
段
階
評
価
で
そ

の
強
弱
を
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

C
F
O
個
人
お
よ
び
組
織
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
、
四
つ
の
役
割
に
対
す
る
行
動
様

式（
投
下
時
間
割
合
等
）に
つ
い
て
の
質
問

も
行
っ
た
。

C
F
O
お
よ
び
C
F
O
組
織
の
四
つ
の

役
割（4

F
aces

o
f
C
F
O

）の
概
念

①
統
制
環
境
整
備（
以
降「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
」

と
表
記
）

企
業
の
有
形
無
形
の
資
産
を
守
り
、
維

持
す
る
た
め
に
以
下
の
活
動
を
行
う

ー
ー
内
部
統
制
制
度
の
運
用
、
会
計
ル
ー

ル
の
整
備
、
決
算
、
I
R
等

②
経
理
処
理
業
務（
以
降「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」

と
表
記
）

正
確
か
つ
効
率
的
な
会
計
処
理
を
実
行

す
る
た
め
に
以
下
の
活
動
を
行
う

ー
ー
経
理
処
理
業
務
全
般
、
業
務
改
革
の

た
め
の
B
P
R
等

③
戦
略
策
定
支
援（
以
降「
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス

ト
」と
表
記
）

事
業
お
よ
び
企
業
戦
略
の
立
案
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
に
以
下
の
活
動
を
行
う

ー
ー
事
業
計
画
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

等
の
策
定
支
援
、
戦
略
実
行
に
必
要
な
資

金
調
達
戦
略
の
立
案
・
実
行
等

資
本
市
場
の
高
度
化
や
経
営
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
背
景
に
、

C
F
O
に
は
従
来
的
な
経
理
・
財
務
関
連
業
務
を
は
る
か
に
超
え
た
、

企
業
価
値
向
上
へ
の
よ
り
直
接
的
な
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
時
間
と
経
営
資
源
の
中
で

多
く
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
い
ま
C
F
O
は

ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
掲
げ
、
ど
の
よ
う
な
課
題
に

挑
戦
し
て
い
る
の
か
。
今
回
の
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ベ
イ
で
は
、

将
来
に
向
け
た
C
F
O
の
課
題
を
と
り
あ
げ
る
。
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戦略的課題に
向けた
CFOの挑戦

④
戦
略
実
行
支
援（
以
降「
カ
タ
リ
ス
ト
」と

表
記
）

戦
略
目
標
の
達
成
に
向
け
以
下
の
活
動

を
行
う

ー
ー
計
数
分
析
、
業
績
管
理
等
の
管
理
会

計
業
務
、
分
析
・
評
価
に
よ
り
明
ら
か
と
な

っ
た
課
題
解
決
に
向
け
た
調
整
等

全
体
考
察

【
C
F
O
の
課
題
】

今
回
の
調
査
結
果
の
全
体
的
な
特
徴
と

し
て
、
C
F
O
が
現
在
お
よ
び
三
年
後
に
お

い
て
ど
の
課
題
に
取
り
組
も
う
と
認
識
し

て
い
る
の
か
を
見
る
た
め
、
各
課
題
に
つ
い

て
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
を
加
重
平
均
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
上
位
一
〇
項
目
を
抽
出
し
た

（
図
1
）。

”現
在
の
課
題
“
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
項
目
の
う
ち
、
六
項
目
が
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

と
し
て
の
役
割
に
関
す
る
も
の
で
、
か
つ
上

位
五
項
目
を
占
め
て
い
る
。
C
F
O
の
関
心

の
対
象
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
四
つ
の

役
割
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
を
認
識
し
つ

つ
も
、
主
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
に
関
す
る
課
題

に
偏
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
目

下
内
部
統
制
制
度
の
運
用
開
始
初
年
度

で
あ
る
こ
と
や
日
本
基
準
と
国
際
基
準
と

の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
流
れ
、
四
半
期
開
示

を
は
じ
め
と
し
た
資
本
市
場
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充
と
い
っ
た
、
昨
今
の
経

理
・
財
務
部
門（
以
降
デ
ロ
イ
ト
で
の
呼
称

「
C
F
O
組
織
」
と
表
記
）を
取
り
巻
く
環

境
を
鑑
み
れ
ば
至
極
当
然
の
結
果
と
思
わ

れ
る
。

と
こ
ろ
が
、”三
年
後
の
課
題
“
に
目
を

移
す
と
そ
の
様
相
は
変
わ
る
。”現
在
の
課

題
“
と
同
様
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
に
関
す
る
課

題
は
ま
だ
四
項
目
入
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の

中
身
は
主
に
I
R
に
関
係
す
る
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
C
F
O
が
い
ま
以
上
に
株
式
市

場
等
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
C
F
O
の
関
心

の
対
象
が
戦
略
策
定
お
よ
び
実
行
へ
と
シ

フ
ト
し
、
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
の
役
割
に
関
す

る
課
題
が
取
り
組
む
べ
き
上
位
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
四
つ
の
役
割
の
バ
ラ

ン
ス
感
が
現
在
よ
り
も
大
幅
に
高
ま
っ
て

お
り
、
現
在
で
は
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
課
題
に
ま
で
挑
も
う
と
い
う
姿
勢

が
窺
え
る
。

ま
た
、
先
ほ
ど
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
役
割
に

て
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
が
、
企
業

内
部
に
お
い
て
も
、
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

理
由
は
、
カ
タ
リ
ス
ト
に
関
す
る
課
題
に
あ

る
。
現
在
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
戦

略
実
行
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
作
り

財務マネジメント・サーベイ

篠田昌典
デロイトトーマツコンサルティング株式会社
パートナー

日置圭介
デロイトトーマツコンサルティング株式会社
シニアマネジャー
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﹇
回
答
企
業
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
﹈は
、
業
種
別
で
は
、
製
造
業
が
最
も
多
く
四
七
・
二
％
、

次
い
で
サ
ー
ビ
ス
業
が
二
五
・
〇
％
、
小
売
業
が
八
・
七
％
で
あ
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
年
商
別
で
は
、
一
兆
円
以
下
の
企
業
が
全
体
の
八
七
％
を
占
め
て
い
る
。

図1●現在と3年後においてCFOが取り組むべき10の課題�
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適切なスキルを持つ人員を擁する強い財務経理部門を組
織するための、優秀な人財の獲得�

一貫性と信頼性の高い情報を、迅速かつ容易に作成するための、
標準化されたインフラとしての財務会計システムの整備�

適正な株価形成のために、必要に応じた株価還元策や買
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業績評価・分析によって明らかになった課題について、関
係各署に働きかけ、再調整を実施する行動力�
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財務経理部門のタレントマネジメントの積極的な実施によ
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標準化されたインフラとしての財務会計システムの整備�

［調査方法］
調査期間：2008年7月28日～2008年8月8日
対象：無作為に抽出した上場企業500社のCFO
調査票回収数：108社（回収率21.6％）
企画・実施：日本CFO協会
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年
度

で
あ
る
こ
と
や
日
本
基
準
と
国
際
基
準
と

の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
流
れ
、
四
半
期
開
示

を
は
じ
め
と
し
た
資
本
市
場
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充
と
い
っ
た
、
昨
今
の
経

理
・
財
務
部
門（
以
降
デ
ロ
イ
ト
で
の
呼
称

「
C
F
O
組
織
」
と
表
記
）を
取
り
巻
く
環

境
を
鑑
み
れ
ば
至
極
当
然
の
結
果
と
思
わ

れ
る
。

と
こ
ろ
が
、”三
年
後
の
課
題
“
に
目
を

移
す
と
そ
の
様
相
は
変
わ
る
。”現
在
の
課

題
“
と
同
様
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
に
関
す
る
課

題
は
ま
だ
四
項
目
入
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の

中
身
は
主
に
I
R
に
関
係
す
る
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
C
F
O
が
い
ま
以
上
に
株
式
市

場
等
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
C
F
O
の
関
心

の
対
象
が
戦
略
策
定
お
よ
び
実
行
へ
と
シ

フ
ト
し
、
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
の
役
割
に
関
す

る
課
題
が
取
り
組
む
べ
き
上
位
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
四
つ
の
役
割
の
バ
ラ

ン
ス
感
が
現
在
よ
り
も
大
幅
に
高
ま
っ
て

お
り
、
現
在
で
は
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
課
題
に
ま
で
挑
も
う
と
い
う
姿
勢

が
窺
え
る
。

ま
た
、
先
ほ
ど
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
役
割
に

て
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
が
、
企
業

内
部
に
お
い
て
も
、
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

理
由
は
、
カ
タ
リ
ス
ト
に
関
す
る
課
題
に
あ

る
。
現
在
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
戦

略
実
行
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
作
り

財務マネジメント・サーベイ

篠田昌典
デロイトトーマツコンサルティング株式会社
パートナー

日置圭介
デロイトトーマツコンサルティング株式会社
シニアマネジャー
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﹇
回
答
企
業
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
﹈は
、
業
種
別
で
は
、
製
造
業
が
最
も
多
く
四
七
・
二
％
、

次
い
で
サ
ー
ビ
ス
業
が
二
五
・
〇
％
、
小
売
業
が
八
・
七
％
で
あ
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
年
商
別
で
は
、
一
兆
円
以
下
の
企
業
が
全
体
の
八
七
％
を
占
め
て
い
る
。

図1●現在と3年後においてCFOが取り組むべき10の課題�

現　在�

課　題� 視　点�

スチュワード�

スチュワード�

スチュワード�

スチュワード�

スチュワード�

カタリスト�

その他 人財・タレント�

その他システム�

役割のバランス�

スチュワード�

内部統制制度の構築とその運用フェーズへの対応�

適時開示に向けた決算早期化への取り組み�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

課　題� 視　点�

スチュワード�

役割のバランス�

ストラテジスト�

スチュワード�

スチュワード�

カタリスト�

その他 人財・タレント�

スチュワード�

その他 人財・タレント�

その他システム�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

3年後�

単に経営数値の説明だけでない、自社のビジネスを十分に
理解した上での数値の背景にあるビジネスストーリーの発信�

単に経理処理および決算の最終責任者というだけでなく、
プランニングやコントローリングについても自らの責任とした
CFOとしての役割の再定義�
変化の激しいビジネス環境下において、リスクや機会に能
動的に対応していくための、戦略策定に必要な情報の収集、
分析、提供�

単体および連結の視点からの会計基準の変更に関する
正確かつ迅速な対応�

関係官庁、資本市場、銀行等外部のステークホルダーに
対するレポート要件の遵守�

単体および連結の視点からの会計基準の変更に関する
正確かつ迅速な対応�

単に経営数値の説明だけでない、自社のビジネスを十分に
理解した上での数値の背景にあるビジネスストーリーの発信�

戦略の実行を支援するための、予算や予測、業績管理等
のプロセスで構成される経営管理サイクルの構築�

適切なスキルを持つ人員を擁する強い財務経理部門を組
織するための、優秀な人財の獲得�

一貫性と信頼性の高い情報を、迅速かつ容易に作成するための、
標準化されたインフラとしての財務会計システムの整備�

適正な株価形成のために、必要に応じた株価還元策や買
収防衛策の立案・実施。また、これらについて株式市場と適
切なコミュニケーションの実施�

単に経理処理および決算の最終責任者というだけでなく、
プランニングやコントローリングについても自らの責任とした
CFOとしての役割の再定義�
適正な株価形成のために、必要に応じた株価還元策や買
収防衛策の立案・実施。また、これらについて株式市場と適
切なコミュニケーションの実施�

業績評価・分析によって明らかになった課題について、関
係各署に働きかけ、再調整を実施する行動力�

適切なスキルを持つ人員を擁する強い財務経理部門を組
織するための、優秀な人財の獲得�

適時開示に向けた決算早期化への取り組み�

財務経理部門のタレントマネジメントの積極的な実施によ
る優秀な人財の育成（部門を跨いだローテーション等）�

一貫性と信頼性の高い情報を、迅速かつ容易に作成するための、�
標準化されたインフラとしての財務会計システムの整備�

［調査方法］
調査期間：2008年7月28日～2008年8月8日
対象：無作為に抽出した上場企業500社のCFO
調査票回収数：108社（回収率21.6％）
企画・実施：日本CFO協会



び
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
と
し
て
の
役
割
、
そ
し

て
人
財
・
タ
レ
ン
ト
の
三
項
目
で
あ
る
。
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
お
け
る
課
題
認
識
の
差
異

は
、
シ
ェ
ア
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
に
対
す
る
課
題
認
識
に
顕
著
に
現
れ

て
い
る
。
海
外
売
上
高
比
率
が
二
五
％
以

上
の
既
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
競
争
下
に
置
か

れ
て
い
る
企
業
で
は
、
実
際
に
欧
米
の
コ
ン

ペ
テ
ィ
タ
ー
が
経
理
業
務
を
標
準
化
、
集
中

化
す
る
こ
と
に
よ
り
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト

を
削
減
し
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
こ
の

よ
う
な
顕
著
な
差
が
生
じ
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
年
後
を
見

据
え
て
も
他
の
項
目
と
比
べ
、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
領
域
に
関
す
る
課
題
意
識
は
あ
ま
り
高

く
な
く
、
日
本
企
業
の
C
F
O
組
織
が
、
当

領
域
で
グ
ロ
ー
バ
ル
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
姿

は
見
出
し
が
た
い
。

ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
を
し
て
い
る
企
業
の
C
F
O
で
あ
れ

ば
、
特
に
関
心
が
強
い
課
題
と
我
々
は
捉

え
て
い
る
調
達
や
配
当
政
策
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
財
務
戦
略
に
関
連
す
る

項
目
へ
の
関
心
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
昨

今
、
成
熟
す
る
日
本
市
場
か
ら
海
外
市
場

へ
と
成
長
機
会
を
見
出
し
て
い
く
企
業
が

増
え
て
い
る
が
、
そ
の
実
行
体
制
の
整
備
に

は
か
な
り
の
苦
労
を
し
て
い
る
。
加
え
て
、

投
資
や
事
業
継
続
の
判
断
に
お
い
て
C
F

O
に
意
見
を
求
め
ら
れ
る
場
面
も
多
く
な

る
。
こ
の
よ
う
な
要
求
に
応
え
る
た
め
に

も
、
C
F
O
は
現
地
の
経
済
動
向
や
為
替
、

税
法
・
業
法
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
入

手
し
、
的
確
な
判
断
を
下
せ
る
体
制
を
整

備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
日
本
を
中
心

に
事
業
を
行
っ
て
い
る
企
業
の
C
F
O
に
比

べ
、
か
な
り
広
範
な
機
能
を
求
め
ら
れ
る
。

そ
う
考
え
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
差
に
と
ど
ま

っ
た
こ
と
は
逆
に
驚
き
と
も
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
の
充
実
、
ま
た
は
、
再
構
築
が
必

要
と
な
る
の
だ
が
、
そ
の
充
実
の
た
め
に
最

も
長
い
時
間
を
要
す
る
も
の
が
人
財
・
タ
レ

ン
ト
に
関
す
る
テ
ー
マ
と
言
え
よ
う
。
比
較

的
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
役
割
に
目
を
向
け
さ

せ
て
い
た
人
財
を
、
如
何
に
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ

ル
で
通
用
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
財
へ

と
育
て
上
げ
て
い
く
か
、
ま
た
、
そ
の
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描
か
せ

る
べ
き
か
、
C
F
O
の
悩
み
は
尽
き
な
い
。

（
参
考：

デ
ロ
イ
ト
に
よ
る
別
の
調
査
結
果

か
ら
も
”積
極
的
か
つ
意
識
的
に
、
C
F
O

組
織
を
企
業
価
値
向
上
へ
貢
献
で
き
る
組

織
へ
と
進
化
さ
せ
る
“
こ
と
が
C
F
O
に
求

め
ら
れ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
）

次
に
、
全
体
考
察
と
同
様
に
行
動
様
式

の
調
査
結
果
を
見
て
い
き
た
い
。
図
4
a
は
、

C
F
O
の
時
間
配
分
を
表
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
三
年
後
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
と
し
て

の
役
割（
図
の
①
）に
多
少
の
差
異
が
あ
る

以
外
、
両
者
に
大
き
な
差
異
は
な
い
。
次

に
C
F
O
組
織
の
時
間
配
分（
図
4
b
）で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
て
五
ポ

イ
ン
ト
の
差
が
あ
る
現
在
の
カ
タ
リ
ス
ト
と
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が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
三
年
後
の
課
題
と

し
て
は
、
仕
組
み
そ
の
も
の
よ
り
も
そ
の
中

に
お
け
る
行
動
力
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
の
ソ
フ
ト
ス
キ

ル
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
役
割
以
外
の
視
点
で
あ
る
シ

ス
テ
ム
お
よ
び
人
財
・
タ
レ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
三
年
後
共
に
上
位
一
〇
項
目

の
中
に
挙
が
っ
て
い
る
が
、
人
財
・
タ
レ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
三
年
後
の
重
要
項
目
と
し
て

育
成
に
つ
い
て
の
課
題
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

人
財
獲
得
と
合
わ
せ
た「
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」の
重
要
性
が
今
後
よ
り
増
し
て
く

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

【
C
F
O
の
行
動
様
式
】

次
に
、
C
F
O
が
ど
の
役
割
領
域
に
興
味

が
あ
り
、
実
際
に
ど
の
程
度
の
時
間
を
使

っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
使
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
か
、
行
動
様
式
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
に
触
れ
て
み
た
い（
図
2
）。

C
F
O
は
四
つ
の
役
割
の
う
ち
、
ど
れ
に

興
味
を
示
し
て
い
る
の
か
。
現
在
、
C
F
O

が
最
も
興
味
が
あ
る
の
は
、
課
題
意
識
と

同
様
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
と
し
て
の
役
割
で
あ

り
、続
い
て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
、

カ
タ
リ
ス
ト
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
三

年
後
が
ど
う
か
と
言
え
ば
、
こ
ち
ら
も
課

題
意
識
に
つ
い
て
の
サ
ー
ベ
イ
結
果
と
符
合

し
、
C
F
O
に
期
待
さ
れ
て
い
る
戦
略
系
業

務
へ
の
シ
フ
ト
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
お
よ
び
カ
タ
リ
ス
ト

と
し
て
の
役
割
へ
の
関
心
の
割
合
は
高
ま
っ

て
い
て
、
現
在
最
も
気
に
な
る
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
へ
の
関
心
は
低
く
な
り
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

至
っ
て
は
さ
ら
に
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。

で
は
、
実
際
に
C
F
O
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
に
対
し
ど
の
程
度
の
時
間
を
費
や
し
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
今
後
費
や
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
か
を
見
る
と
、
現
在
の
C
F
O

の
時
間
配
分
は
、
興
味
の
順
に
応
じ
た
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
意
識
と
行
動
が
合
致
し

て
い
る
と
い
え
る
。
三
年
後
に
つ
い
て
も
、
四

つ
の
役
割
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
時
間
配
分
は
興
味

割
合
の
順
序
と
一
致
し
て
い
る
が
、
若
干
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
と
い
う
経
理
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
的

な
役
割
に
は
、
関
心
以
上
に
時
間
を
と
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
推

察
で
き
る
。

C
F
O
個
人
か
ら
C
F
O
が
率
い
る
組
織

に
目
を
移
し
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
時
間

を
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
配
分
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
C
F
O
自
身
の
そ
れ
と
は
異
な

り
、
現
在
、
三
年
後
共
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
の
役
割
に
費
や
す
時
間
が
長
く
な
っ
て
い

る
。
C
F
O
と
ス
タ
ッ
フ
層
の
総
体
と
し
て
の

組
織
と
の
役
割
の
違
い
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ

の
結
果
は
特
に
驚
く
に
は
値
し
な
い
。
し
か

し
三
年
後
の
数
字
に
は
、
個
と
し
て
の
C
F

O
だ
け
で
な
く
、
そ
の
組
織
体
と
し
て
も
よ

り
戦
略
系
の
役
割
に
時
間
配
分
が
で
き
る

よ
う
に
し
、
社
内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
果
た
し
て
い

こ
う
と
の
意
志
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
時
間
配
分
の
集
計
結

果
を
見
る
限
り
で
は
、
三
年
後
は
と
も
か

く
現
在
に
つ
い
て
も
戦
略
系
業
務
に
対
す

る
時
間
配
分
は
予
想
し
て
い
た
よ
り
も
多

い
。
や
や
失
礼
か
も
し
れ
な
い
が
、コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
現
場
で
の
実
感
か
ら
す
る
と

意
外
な
結
果
と
い
う
の
が
我
々
の
印
象
で

あ
る
。

海
外
売
上
高
比
率
、

企
業
規
模
別
の
考
察

こ
こ
か
ら
は
調
査
結
果
を
グ
ル
ー
プ
化

し
、
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
く
。
グ
ル
ー

プ
化
の
切
り
口
と
し
て
、〔
海
外
売
上
高

比
率
〕〔
企
業
規
模
〕の
2
つ
に
着
目
し
た
。

【
海
外
売
上
高
比
率
に
よ
る
考
察
】

海
外
売
上
高
比
率
二
五
％
を
閾
値
と

し
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
分
類
し
た

の
が
図
3
で
あ
る
。

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
課
題
意
識
に
差
異
が

見
ら
れ
る
の
は
、
主
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
お
よ
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び
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
と
し
て
の
役
割
、
そ
し

て
人
財
・
タ
レ
ン
ト
の
三
項
目
で
あ
る
。
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
お
け
る
課
題
認
識
の
差
異

は
、
シ
ェ
ア
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
に
対
す
る
課
題
認
識
に
顕
著
に
現
れ

て
い
る
。
海
外
売
上
高
比
率
が
二
五
％
以

上
の
既
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
競
争
下
に
置
か

れ
て
い
る
企
業
で
は
、
実
際
に
欧
米
の
コ
ン

ペ
テ
ィ
タ
ー
が
経
理
業
務
を
標
準
化
、
集
中

化
す
る
こ
と
に
よ
り
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト

を
削
減
し
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
こ
の

よ
う
な
顕
著
な
差
が
生
じ
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
年
後
を
見

据
え
て
も
他
の
項
目
と
比
べ
、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
領
域
に
関
す
る
課
題
意
識
は
あ
ま
り
高

く
な
く
、
日
本
企
業
の
C
F
O
組
織
が
、
当

領
域
で
グ
ロ
ー
バ
ル
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
姿

は
見
出
し
が
た
い
。

ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
を
し
て
い
る
企
業
の
C
F
O
で
あ
れ

ば
、
特
に
関
心
が
強
い
課
題
と
我
々
は
捉

え
て
い
る
調
達
や
配
当
政
策
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
財
務
戦
略
に
関
連
す
る

項
目
へ
の
関
心
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
昨

今
、
成
熟
す
る
日
本
市
場
か
ら
海
外
市
場

へ
と
成
長
機
会
を
見
出
し
て
い
く
企
業
が

増
え
て
い
る
が
、
そ
の
実
行
体
制
の
整
備
に

は
か
な
り
の
苦
労
を
し
て
い
る
。
加
え
て
、

投
資
や
事
業
継
続
の
判
断
に
お
い
て
C
F

O
に
意
見
を
求
め
ら
れ
る
場
面
も
多
く
な

る
。
こ
の
よ
う
な
要
求
に
応
え
る
た
め
に

も
、
C
F
O
は
現
地
の
経
済
動
向
や
為
替
、

税
法
・
業
法
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
入

手
し
、
的
確
な
判
断
を
下
せ
る
体
制
を
整

備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
日
本
を
中
心

に
事
業
を
行
っ
て
い
る
企
業
の
C
F
O
に
比

べ
、
か
な
り
広
範
な
機
能
を
求
め
ら
れ
る
。

そ
う
考
え
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
差
に
と
ど
ま

っ
た
こ
と
は
逆
に
驚
き
と
も
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
の
充
実
、
ま
た
は
、
再
構
築
が
必

要
と
な
る
の
だ
が
、
そ
の
充
実
の
た
め
に
最

も
長
い
時
間
を
要
す
る
も
の
が
人
財
・
タ
レ

ン
ト
に
関
す
る
テ
ー
マ
と
言
え
よ
う
。
比
較

的
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
役
割
に
目
を
向
け
さ

せ
て
い
た
人
財
を
、
如
何
に
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ

ル
で
通
用
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
財
へ

と
育
て
上
げ
て
い
く
か
、
ま
た
、
そ
の
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描
か
せ

る
べ
き
か
、
C
F
O
の
悩
み
は
尽
き
な
い
。

（
参
考：
デ
ロ
イ
ト
に
よ
る
別
の
調
査
結
果

か
ら
も
”積
極
的
か
つ
意
識
的
に
、
C
F
O

組
織
を
企
業
価
値
向
上
へ
貢
献
で
き
る
組

織
へ
と
進
化
さ
せ
る
“
こ
と
が
C
F
O
に
求

め
ら
れ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
）

次
に
、
全
体
考
察
と
同
様
に
行
動
様
式

の
調
査
結
果
を
見
て
い
き
た
い
。
図
4
a
は
、

C
F
O
の
時
間
配
分
を
表
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
三
年
後
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
と
し
て

の
役
割（
図
の
①
）に
多
少
の
差
異
が
あ
る

以
外
、
両
者
に
大
き
な
差
異
は
な
い
。
次

に
C
F
O
組
織
の
時
間
配
分（
図
4
b
）で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
て
五
ポ

イ
ン
ト
の
差
が
あ
る
現
在
の
カ
タ
リ
ス
ト
と
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が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
三
年
後
の
課
題
と

し
て
は
、
仕
組
み
そ
の
も
の
よ
り
も
そ
の
中

に
お
け
る
行
動
力
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
の
ソ
フ
ト
ス
キ

ル
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
役
割
以
外
の
視
点
で
あ
る
シ

ス
テ
ム
お
よ
び
人
財
・
タ
レ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
三
年
後
共
に
上
位
一
〇
項
目

の
中
に
挙
が
っ
て
い
る
が
、
人
財
・
タ
レ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
三
年
後
の
重
要
項
目
と
し
て

育
成
に
つ
い
て
の
課
題
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

人
財
獲
得
と
合
わ
せ
た「
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」の
重
要
性
が
今
後
よ
り
増
し
て
く

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

【
C
F
O
の
行
動
様
式
】

次
に
、
C
F
O
が
ど
の
役
割
領
域
に
興
味

が
あ
り
、
実
際
に
ど
の
程
度
の
時
間
を
使

っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
使
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
か
、
行
動
様
式
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
に
触
れ
て
み
た
い（
図
2
）。

C
F
O
は
四
つ
の
役
割
の
う
ち
、
ど
れ
に

興
味
を
示
し
て
い
る
の
か
。
現
在
、
C
F
O

が
最
も
興
味
が
あ
る
の
は
、
課
題
意
識
と

同
様
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
と
し
て
の
役
割
で
あ

り
、続
い
て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
、

カ
タ
リ
ス
ト
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
三

年
後
が
ど
う
か
と
言
え
ば
、
こ
ち
ら
も
課

題
意
識
に
つ
い
て
の
サ
ー
ベ
イ
結
果
と
符
合

し
、
C
F
O
に
期
待
さ
れ
て
い
る
戦
略
系
業

務
へ
の
シ
フ
ト
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
お
よ
び
カ
タ
リ
ス
ト

と
し
て
の
役
割
へ
の
関
心
の
割
合
は
高
ま
っ

て
い
て
、
現
在
最
も
気
に
な
る
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
へ
の
関
心
は
低
く
な
り
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

至
っ
て
は
さ
ら
に
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。

で
は
、
実
際
に
C
F
O
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
に
対
し
ど
の
程
度
の
時
間
を
費
や
し
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
今
後
費
や
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
か
を
見
る
と
、
現
在
の
C
F
O

の
時
間
配
分
は
、
興
味
の
順
に
応
じ
た
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
意
識
と
行
動
が
合
致
し

て
い
る
と
い
え
る
。
三
年
後
に
つ
い
て
も
、
四

つ
の
役
割
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
時
間
配
分
は
興
味

割
合
の
順
序
と
一
致
し
て
い
る
が
、
若
干
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
と
い
う
経
理
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
的

な
役
割
に
は
、
関
心
以
上
に
時
間
を
と
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
推

察
で
き
る
。

C
F
O
個
人
か
ら
C
F
O
が
率
い
る
組
織

に
目
を
移
し
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
時
間

を
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
配
分
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
C
F
O
自
身
の
そ
れ
と
は
異
な

り
、
現
在
、
三
年
後
共
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
の
役
割
に
費
や
す
時
間
が
長
く
な
っ
て
い

る
。
C
F
O
と
ス
タ
ッ
フ
層
の
総
体
と
し
て
の

組
織
と
の
役
割
の
違
い
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ

の
結
果
は
特
に
驚
く
に
は
値
し
な
い
。
し
か

し
三
年
後
の
数
字
に
は
、
個
と
し
て
の
C
F

O
だ
け
で
な
く
、
そ
の
組
織
体
と
し
て
も
よ

り
戦
略
系
の
役
割
に
時
間
配
分
が
で
き
る

よ
う
に
し
、
社
内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
果
た
し
て
い

こ
う
と
の
意
志
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
時
間
配
分
の
集
計
結

果
を
見
る
限
り
で
は
、
三
年
後
は
と
も
か

く
現
在
に
つ
い
て
も
戦
略
系
業
務
に
対
す

る
時
間
配
分
は
予
想
し
て
い
た
よ
り
も
多

い
。
や
や
失
礼
か
も
し
れ
な
い
が
、コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
現
場
で
の
実
感
か
ら
す
る
と

意
外
な
結
果
と
い
う
の
が
我
々
の
印
象
で

あ
る
。

海
外
売
上
高
比
率
、

企
業
規
模
別
の
考
察

こ
こ
か
ら
は
調
査
結
果
を
グ
ル
ー
プ
化

し
、
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
く
。
グ
ル
ー

プ
化
の
切
り
口
と
し
て
、〔
海
外
売
上
高

比
率
〕〔
企
業
規
模
〕の
2
つ
に
着
目
し
た
。

【
海
外
売
上
高
比
率
に
よ
る
考
察
】

海
外
売
上
高
比
率
二
五
％
を
閾
値
と

し
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
分
類
し
た

の
が
図
3
で
あ
る
。

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
課
題
意
識
に
差
異
が

見
ら
れ
る
の
は
、
主
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
お
よ
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し
て
の
役
割（
図
の
②
）に
注
目
し
た
い
。
両

者
の
時
間
配
分
に
差
が
生
じ
て
い
る
理
由

と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
深
化
の
結
果
、
物

理
的
な
距
離
や
子
会
社
の
数
が
増
す
こ
と

に
よ
り
、
戦
略
実
行
に
必
要
な
情
報
の
収

集
、
分
析
が
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
推
測
が
で
き
る
。
確
か
に
バ
ラ
バ

ラ
な
コ
ー
ド
体
系
の
も
と
、
財
務
数
値
を

「
人
間
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
」を
使
っ
て
集
計
す
る

こ
と
に
多
大
な
時
間
を
要
し
て
い
る
企
業

は
少
な
く
な
い
。

【
企
業
規
模
に
よ
る
考
察
】

次
に
、
グ
ル
ー
プ
売
上
高
五
、
〇
〇
〇
億

円
を
閾
値
と
し
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
調
査
結
果
を
分
類
し
た
。

図
5
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
売
上
高

五
、
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
る
グ
ル
ー
プ
の
回

答
は
、
五
、
〇
〇
〇
億
円
以
下
の
グ
ル
ー
プ

に
比
べ
て
、
ほ
ぼ
全
て
の
項
目
に
お
い
て
関

心
が
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
必
ず
し

も
事
業
規
模
に
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
と
し
て
の
役
割
に
関
す
る
課

題
に
つ
い
て
は
、
制
度
対
応
関
連
の
課
題
へ

の
関
心
に
は
大
き
な
開
き
は
な
い
も
の
の
、

I
R
に
関
連
す
る
部
分
で
の
意
識
の
差
が

大
き
く
、
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

行
動
様
式
に
関
す
る
調
査
結
果
を
分

析
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
現
在
の
C
F
O
お
よ

び
C
F
O
組
織
の
時
間
配
分
双
方
に
言
え

る
こ
と
で
あ
る
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の

役
割
に
は
両
者
で
そ
れ
ぞ
れ
五
、
七
ポ
イ

ン
ト
も
の
差（
図
6
の
③
、
④
）が
あ
り
、
企

業
規
模
が
大
き
い
会
社
ほ
ど
、
業
務
集
約

化
等
に
よ
り
経
理
業
務
の
効
率
化
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
し
て
、
あ

く
ま
で
相
対
的
な
割
合
で
あ
る
が
、
空
い

た
時
間
を
、
カ
タ
リ
ス
ト
を
中
心
と
し
て
、

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
、
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
の
役
割
に

配
分
し
て
い
る
と
も
読
み
取
れ
よ
う
。

三
年
後
を
見
て
み
る
と
、
売
上
高
五
、

〇
〇
〇
億
円
超
の
企
業
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
と

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
時
間
配
分
の
合
計
を
足

し
た
割
合
は
、
四
〇
％
、
五
一
％（
図
6
の

⑤
、
⑥
）と
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
減
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
売
上
高
五
、

〇
〇
〇
億
円
超
の
企
業
が
目
指
す
三
年
後

の
姿
は
、
C
F
O
個
人
で
見
た
場
合
は
そ
の

約
三
分
の
一
の
時
間
を
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
と

し
て
の
役
割
に
費
や
し
、
配
下
の
組
織
は
、

四
つ
の
役
割
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
時
間
配

分
が
ほ
ぼ
均
等
に
費
や
し
て
い
る
形
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
は
簡
易
的
な
サ
ー
ベ
イ
で

あ
る
た
め
感
覚
値
に
近
い
部
分
も
あ
ろ
う

が
、
大
企
業
の
C
F
O
が
描
く
自
ら
と
C
F

O
組
織
の
将
来
像
が
垣
間
見
え
た
の
は
非

常
に
興
味
深
い
。

こ
れ
か
ら
に
向
け
て

最
後
に
、
我
々
の
推
察
を
含
む
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
、
今
回
の
特
集
を
締

め
く
く
り
た
い
と
思
う
。

全
体
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、

多
く
の
C
F
O
が
将
来
的
に
自
身
の
役
割

を
バ
ラ
ン
ス
よ
い
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

強
い
意
識
を
も
っ
て
お
り
、
三
年
後
の
興
味

の
対
象
と
し
て
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
お
よ
び
カ

タ
リ
ス
ト
と
い
う
戦
略
系
の
役
割
を
重
要

視
し
て
い
る
。
そ
し
て
当
然
そ
の
裏
返
し
と

し
て
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
範
囲
で

あ
る
経
理
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
領
域
に
つ
い
て
の

興
味
は
薄
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
将

来
的
に
、
企
業
価
値
の
向
上
に
直
接
的
に

貢
献
す
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
、
カ
タ
リ
ス
ト
と

い
う
役
割
に
シ
フ
ト
し
、バ
ラ
ン
ス
感
の
あ
る

C
F
O
お
よ
び
C
F
O
組
織
と
な
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
そ
れ
以
前
に
効
率
的
な
経
理
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
C
F
O

に
与
え
ら
れ
て
い
る
限
ら
れ
た
人
的
・
時
間

的
リ
ソ
ー
ス
の
中
か
ら
、
そ
れ
ら
戦
略
系
役

割
に
使
え
る
だ
け
の「
余
裕
」を
生
み
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

し
て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
領
域
を
そ
こ
ま
で
重

視
し
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、

ま
た
、
既
に
日
本
企
業
に
お
け
る
経
理
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
エ
ク
セ
レ
ン
ト
か
と
い
う
と
、
欧

米
系
企
業
と
比
べ
、
標
準
化
も
I
T
化
も

遅
れ
て
い
る
現
実
か
ら
そ
れ
も
考
え
難
い
。

実
際
、
我
々
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
の
方
々

に
組
織
と
し
て
の
時
間
配
分
に
つ
い
て
伺
う

と
、「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
＋
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」対「
ス

ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
＋
カ
タ
リ
ス
ト
」の
割
合
は
概

ね
八
対
二
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。
先
の

時
間
配
分
に
つ
い
て
の
全
体
考
察
の
際
に

「
意
外
な
結
果
」と
述
べ
た
理
由
は
こ
こ
に

あ
る
。

ま
た
、「
バ
ラ
ン
ス
感
」
と
は
、
決
し
て
四

つ
の
役
割
全
て
に
同
じ
だ
け
の
リ
ソ
ー
ス
を

投
入
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
は
な
く
、
社

内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
期
待
さ
れ

て
い
る
役
割
に
須
ら
く
応
え
る
こ
と
が
で

き
て
初
め
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
C
F
O
お

よ
び
C
F
O
組
織
と
言
え
る
。
通
常
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
系
業
務
と
比
べ
、
戦
略
系
の
役

割
は
、
期
待
さ
れ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
出
す

た
め
に
よ
り
多
く
の
リ
ソ
ー
ス
投
入
を
要

す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
C
F
O
自
身
と

C
F
O
組
織
を
四
つ
の
役
割
の
バ
ラ
ン
ス
感

を
備
え
た「
構
え
」と
し
て
い
く
た
め
に
は
、

現
在
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
ど
う
見

直
し
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル（
T
O
M
）を
構
築

す
る
の
か
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
を
実
現
し
て

い
く
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ど
う
す
る
の

か
、
を
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
多
く
の
企
業
に
お
い
て
、
未
だ
具

体
的
な
と
こ
ろ
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
将
来
像
を
描

き
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
は
、
タ
レ
ン

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
重
要
な
課
題
に
も

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
。
つ
ま
り
、
オ
ペ
レ

ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
が
従
来
の
経
理
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
中
心
の
ま
ま
で
あ
る
場
合
と
四
つ
の

役
割
の
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
て
い
る
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
で
必
要
と
さ
れ
る
タ
レ
ン
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
要
件
は
大
き
く
異
な
る
は
ず

で
あ
る
。
従
来
型
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提

と
し
た
採
用
・
育
成
制
度
に
お
い
て
、
戦
略

策
定
お
よ
び
支
援
に
強
い
タ
レ
ン
ト
を
獲

得
し
、
育
成
し
た
い
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
そ

れ
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
調
査
結
果
で
優
先

度
が
低
い
と
さ
れ
て
い
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
領

域
こ
そ
、
日
本
企
業
が
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
し
て
も
う
少
し
重
点
を
置
き
、
経
理

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
土
台
と

し
て
戦
略
系
の
役
割
に
シ
フ
ト
す
る
た
め

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を

構
築
し
、
そ
の
新
し
い
モ
デ
ル
に
応
じ
た
タ

レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
を
整
備
し

て
こ
そ
、
バ
ラ
ン
ス
感
の
あ
る
C
F
O
お
よ
び

C
F
O
組
織
の
実
現
が
現
実
味
を
帯
び
て

く
る
。
恐
ら
く
C
F
O
の
方
々
も
、
経
理
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
役
割
に
関
す
る
課
題
は

と
も
か
く
、
C
F
O
が
取
り
組
む
べ
き
一
〇

の
課
題
に
お
い
て
現
在
お
よ
び
三
年
後
と

も
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
課
題
を
重
要
視
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

●

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
際

に
注
意
す
べ
き
点
が
一
つ
あ
る
。
せ
っ
か
く

効
率
的
な
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
構
築

で
き
た
と
し
て
も
、「
効
率
化
し
た
分
だ
け

人
を
減
ら
す
」と
い
っ
た
短
絡
的
な
発
想
を

し
て
し
ま
っ
て
は
、
努
力
も
水
泡
に
帰
す
と

い
う
点
だ
。
取
り
組
み
に
関
す
る「
投
資
対

効
果
」の「
効
果
」を
、「
経
営
を
効
果
的
に

支
援
す
る
C
F
O
お
よ
び
C
F
O
組
織
の
体

制
整
備
」と
い
う
長
期
的
な
テ
ー
マ
と
し
て

と
ら
え
、
こ
の
実
現
に
必
要
と
な
る
あ
る
程

度
の「
余
裕
」は
許
容
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
一
〇
年
後
に
今
回
と
同
じ

質
問
を
し
た
と
こ
ろ
で
結
果
は
何
も
変
わ

ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
十
分
あ
り
う
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
競
争
環
境
が
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
く
中
、
組
織
と
し

て
の「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
力
」が
い
ま
の
ま
ま
で

日
本
企
業
は
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
、
と

い
う
こ
と
が
大
変
気
が
か
り
で
あ
る
。
こ

れ
は
企
業
経
営
そ
の
も
の
に
係
わ
る
課
題

で
あ
る
た
め
、
C
F
O
の
み
な
ら
ず
C
E
O

も
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
と
言
え
よ
う
。

今
回
の
サ
ー
ベ
イ
結
果
と
我
々
の
報
告
が
、

経
営
を
支
え
る
存
在
と
し
て
の
C
F
O
お

よ
び
C
F
O
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ

る
。
今
後
も
同
様
の
視
点
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ

ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
日
本
企
業
と
し

て
強
い
C
F
O
お
よ
び
C
F
O
組
織
と
は
何

か
を
提
示
す
る
べ
く
、
調
査
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
う
。
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し
て
の
役
割（
図
の
②
）に
注
目
し
た
い
。
両

者
の
時
間
配
分
に
差
が
生
じ
て
い
る
理
由

と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
深
化
の
結
果
、
物

理
的
な
距
離
や
子
会
社
の
数
が
増
す
こ
と

に
よ
り
、
戦
略
実
行
に
必
要
な
情
報
の
収

集
、
分
析
が
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
推
測
が
で
き
る
。
確
か
に
バ
ラ
バ

ラ
な
コ
ー
ド
体
系
の
も
と
、
財
務
数
値
を

「
人
間
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
」を
使
っ
て
集
計
す
る

こ
と
に
多
大
な
時
間
を
要
し
て
い
る
企
業

は
少
な
く
な
い
。

【
企
業
規
模
に
よ
る
考
察
】

次
に
、
グ
ル
ー
プ
売
上
高
五
、
〇
〇
〇
億

円
を
閾
値
と
し
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
調
査
結
果
を
分
類
し
た
。

図
5
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
売
上
高

五
、
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
る
グ
ル
ー
プ
の
回

答
は
、
五
、
〇
〇
〇
億
円
以
下
の
グ
ル
ー
プ

に
比
べ
て
、
ほ
ぼ
全
て
の
項
目
に
お
い
て
関

心
が
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
必
ず
し

も
事
業
規
模
に
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
と
し
て
の
役
割
に
関
す
る
課

題
に
つ
い
て
は
、
制
度
対
応
関
連
の
課
題
へ

の
関
心
に
は
大
き
な
開
き
は
な
い
も
の
の
、

I
R
に
関
連
す
る
部
分
で
の
意
識
の
差
が

大
き
く
、
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

行
動
様
式
に
関
す
る
調
査
結
果
を
分

析
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
現
在
の
C
F
O
お
よ

び
C
F
O
組
織
の
時
間
配
分
双
方
に
言
え

る
こ
と
で
あ
る
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の

役
割
に
は
両
者
で
そ
れ
ぞ
れ
五
、
七
ポ
イ

ン
ト
も
の
差（
図
6
の
③
、
④
）が
あ
り
、
企

業
規
模
が
大
き
い
会
社
ほ
ど
、
業
務
集
約

化
等
に
よ
り
経
理
業
務
の
効
率
化
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
し
て
、
あ

く
ま
で
相
対
的
な
割
合
で
あ
る
が
、
空
い

た
時
間
を
、
カ
タ
リ
ス
ト
を
中
心
と
し
て
、

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
、
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
の
役
割
に

配
分
し
て
い
る
と
も
読
み
取
れ
よ
う
。

三
年
後
を
見
て
み
る
と
、
売
上
高
五
、

〇
〇
〇
億
円
超
の
企
業
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
と

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
時
間
配
分
の
合
計
を
足

し
た
割
合
は
、
四
〇
％
、
五
一
％（
図
6
の

⑤
、
⑥
）と
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
減
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
売
上
高
五
、

〇
〇
〇
億
円
超
の
企
業
が
目
指
す
三
年
後

の
姿
は
、
C
F
O
個
人
で
見
た
場
合
は
そ
の

約
三
分
の
一
の
時
間
を
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
と

し
て
の
役
割
に
費
や
し
、
配
下
の
組
織
は
、

四
つ
の
役
割
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
時
間
配

分
が
ほ
ぼ
均
等
に
費
や
し
て
い
る
形
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
は
簡
易
的
な
サ
ー
ベ
イ
で

あ
る
た
め
感
覚
値
に
近
い
部
分
も
あ
ろ
う

が
、
大
企
業
の
C
F
O
が
描
く
自
ら
と
C
F

O
組
織
の
将
来
像
が
垣
間
見
え
た
の
は
非

常
に
興
味
深
い
。

こ
れ
か
ら
に
向
け
て

最
後
に
、
我
々
の
推
察
を
含
む
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
、
今
回
の
特
集
を
締

め
く
く
り
た
い
と
思
う
。

全
体
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、

多
く
の
C
F
O
が
将
来
的
に
自
身
の
役
割

を
バ
ラ
ン
ス
よ
い
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

強
い
意
識
を
も
っ
て
お
り
、
三
年
後
の
興
味

の
対
象
と
し
て
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
お
よ
び
カ

タ
リ
ス
ト
と
い
う
戦
略
系
の
役
割
を
重
要

視
し
て
い
る
。
そ
し
て
当
然
そ
の
裏
返
し
と

し
て
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
範
囲
で

あ
る
経
理
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
領
域
に
つ
い
て
の

興
味
は
薄
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
将

来
的
に
、
企
業
価
値
の
向
上
に
直
接
的
に

貢
献
す
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
、
カ
タ
リ
ス
ト
と

い
う
役
割
に
シ
フ
ト
し
、バ
ラ
ン
ス
感
の
あ
る

C
F
O
お
よ
び
C
F
O
組
織
と
な
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
そ
れ
以
前
に
効
率
的
な
経
理
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
C
F
O

に
与
え
ら
れ
て
い
る
限
ら
れ
た
人
的
・
時
間

的
リ
ソ
ー
ス
の
中
か
ら
、
そ
れ
ら
戦
略
系
役

割
に
使
え
る
だ
け
の「
余
裕
」を
生
み
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

し
て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
領
域
を
そ
こ
ま
で
重

視
し
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、

ま
た
、
既
に
日
本
企
業
に
お
け
る
経
理
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
エ
ク
セ
レ
ン
ト
か
と
い
う
と
、
欧

米
系
企
業
と
比
べ
、
標
準
化
も
I
T
化
も

遅
れ
て
い
る
現
実
か
ら
そ
れ
も
考
え
難
い
。

実
際
、
我
々
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
の
方
々

に
組
織
と
し
て
の
時
間
配
分
に
つ
い
て
伺
う

と
、「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
＋
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」対「
ス

ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
＋
カ
タ
リ
ス
ト
」の
割
合
は
概

ね
八
対
二
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。
先
の

時
間
配
分
に
つ
い
て
の
全
体
考
察
の
際
に

「
意
外
な
結
果
」と
述
べ
た
理
由
は
こ
こ
に

あ
る
。

ま
た
、「
バ
ラ
ン
ス
感
」
と
は
、
決
し
て
四

つ
の
役
割
全
て
に
同
じ
だ
け
の
リ
ソ
ー
ス
を

投
入
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
は
な
く
、
社

内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
期
待
さ
れ

て
い
る
役
割
に
須
ら
く
応
え
る
こ
と
が
で

き
て
初
め
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
C
F
O
お

よ
び
C
F
O
組
織
と
言
え
る
。
通
常
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
系
業
務
と
比
べ
、
戦
略
系
の
役

割
は
、
期
待
さ
れ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
出
す

た
め
に
よ
り
多
く
の
リ
ソ
ー
ス
投
入
を
要

す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
C
F
O
自
身
と

C
F
O
組
織
を
四
つ
の
役
割
の
バ
ラ
ン
ス
感

を
備
え
た「
構
え
」と
し
て
い
く
た
め
に
は
、

現
在
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
ど
う
見

直
し
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル（
T
O
M
）を
構
築

す
る
の
か
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
を
実
現
し
て

い
く
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ど
う
す
る
の

か
、
を
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
多
く
の
企
業
に
お
い
て
、
未
だ
具

体
的
な
と
こ
ろ
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
将
来
像
を
描

き
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
は
、
タ
レ
ン

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
重
要
な
課
題
に
も

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
。
つ
ま
り
、
オ
ペ
レ

ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
が
従
来
の
経
理
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
中
心
の
ま
ま
で
あ
る
場
合
と
四
つ
の

役
割
の
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
て
い
る
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
で
必
要
と
さ
れ
る
タ
レ
ン
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
要
件
は
大
き
く
異
な
る
は
ず

で
あ
る
。
従
来
型
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提

と
し
た
採
用
・
育
成
制
度
に
お
い
て
、
戦
略

策
定
お
よ
び
支
援
に
強
い
タ
レ
ン
ト
を
獲

得
し
、
育
成
し
た
い
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
そ

れ
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
調
査
結
果
で
優
先

度
が
低
い
と
さ
れ
て
い
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
領

域
こ
そ
、
日
本
企
業
が
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
し
て
も
う
少
し
重
点
を
置
き
、
経
理

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
土
台
と

し
て
戦
略
系
の
役
割
に
シ
フ
ト
す
る
た
め

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を

構
築
し
、
そ
の
新
し
い
モ
デ
ル
に
応
じ
た
タ

レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
を
整
備
し

て
こ
そ
、
バ
ラ
ン
ス
感
の
あ
る
C
F
O
お
よ
び

C
F
O
組
織
の
実
現
が
現
実
味
を
帯
び
て

く
る
。
恐
ら
く
C
F
O
の
方
々
も
、
経
理
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
役
割
に
関
す
る
課
題
は

と
も
か
く
、
C
F
O
が
取
り
組
む
べ
き
一
〇

の
課
題
に
お
い
て
現
在
お
よ
び
三
年
後
と

も
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
課
題
を
重
要
視
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

●

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
際

に
注
意
す
べ
き
点
が
一
つ
あ
る
。
せ
っ
か
く

効
率
的
な
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
構
築

で
き
た
と
し
て
も
、「
効
率
化
し
た
分
だ
け

人
を
減
ら
す
」と
い
っ
た
短
絡
的
な
発
想
を

し
て
し
ま
っ
て
は
、
努
力
も
水
泡
に
帰
す
と

い
う
点
だ
。
取
り
組
み
に
関
す
る「
投
資
対

効
果
」の「
効
果
」を
、「
経
営
を
効
果
的
に

支
援
す
る
C
F
O
お
よ
び
C
F
O
組
織
の
体

制
整
備
」と
い
う
長
期
的
な
テ
ー
マ
と
し
て

と
ら
え
、
こ
の
実
現
に
必
要
と
な
る
あ
る
程

度
の「
余
裕
」は
許
容
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
一
〇
年
後
に
今
回
と
同
じ

質
問
を
し
た
と
こ
ろ
で
結
果
は
何
も
変
わ

ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
十
分
あ
り
う
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
競
争
環
境
が
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
く
中
、
組
織
と
し

て
の「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
力
」が
い
ま
の
ま
ま
で

日
本
企
業
は
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
、
と

い
う
こ
と
が
大
変
気
が
か
り
で
あ
る
。
こ

れ
は
企
業
経
営
そ
の
も
の
に
係
わ
る
課
題

で
あ
る
た
め
、
C
F
O
の
み
な
ら
ず
C
E
O

も
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
と
言
え
よ
う
。

今
回
の
サ
ー
ベ
イ
結
果
と
我
々
の
報
告
が
、

経
営
を
支
え
る
存
在
と
し
て
の
C
F
O
お

よ
び
C
F
O
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ

る
。
今
後
も
同
様
の
視
点
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ

ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
日
本
企
業
と
し

て
強
い
C
F
O
お
よ
び
C
F
O
組
織
と
は
何

か
を
提
示
す
る
べ
く
、
調
査
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
う
。
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